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姫路医療生協現勢
（2019年2月28日現在）

（佐用町／光福寺）

▲本堂（播磨一本堂）

　

佐
用
町
に
あ
る
桃
谷
山
光
福
寺

は
、
県
内
外
か
ら
大
糸
桜
の
美
し

さ
を
求
め
て
多
く
の
人
々
が
足
を

運
ぶ
こ
と
で
有
名
で
す
。

　

光
福
寺
は
永
禄
９
年
（
１
５
６

６
年
）
に
浄
土
真
宗
の
僧
第
１
世

の
教

き
ょ
う

善ぜ
ん

に
よ
り
建
立
さ
れ
、
石
山

合
戦
で
兵
糧
調
達
の
功
績
に
よ
り

本
願
寺
よ
り
寺
号
を
賜
り
ま
し

た
。
し
か
し
寛
永
18
年
（
１
６
４

１
年
）
に
火
災
で
焼
失
。
約
半
世

紀
後
に
第
７
世
住
職
殘ざ

ん

貞て
い

が
、
夢

で
聖
徳
太
子
の
お
告
げ
を
受
け
、

千
種
町（
現
：
宍
粟
市
）香
呂
で
欅
け
や
き

の
巨
木
を
見
つ
け
、
根
元
の
洞
穴

奥
に
聖
徳
太
子
の
木
像
を
発
見
。

木
像
は
今
も
寺
宝
と
し
て
安
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
殘
貞
は
、
こ
の
大

欅
を
切
っ
て
、寺
の
再
建
に
あ
て
、

本
堂
の
本
柱
総
て
や
梁
な
ど
主
要

部
分
を
こ
の
大
欅
１
本
で
造
作
し

た
こ
と
か
ら
、
本
堂
は
『
播
磨
一

本
堂
』
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

再
建
時
に
記
念
樹
と
し
て
、
糸

桜
を
植
樹
。
樹
齢
は
300
年
を
超

え
、
昭
和
59
年
（
１
９
８
４
年
）

に
は
兵
庫
県
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

桜
の
幹
に
寄
生
虫
が
湧
い
た

り
、
根
が
腐
っ
て
元
気
が
な
く
な

っ
て
い
た
大
糸
桜
を
救
お
う
と
、

昭
和
62
年
（
１
９
８
７
年
）
に
樹

医
の
第
一
人
者
、
山
野
忠
彦
氏
の

診
察
を
受
け
、
大
阪
の
造
園
屋
さ

ん
で
大
掛
か
り
な
手
術
が
施
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
定
期
的
な

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
ケ
ア
に
よ
っ

て
、
今
現
在
も
綺
麗
な
姿
が
保
た

れ
て
い
ま
す
。

　

今
春
は
大
糸
桜
を
見
に
足
を
運

ば
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

（
取
材 

常
任
理
事 

川
井 

隆
）

大 糸大 糸  桜桜
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２
０
１
９
年
度
総
代
会
方
針
（
案
）

▲干ガレイ完売しました！

▲地域サービスセンター（姫路市大善町141）

▲販売した干ガレイ

　

２
０
１
９
年
度
総
代
会
方
針

（
案
）
の
ポ
イ
ン
ト
を
黒
岩
専
務

理
事
に
聞
き
ま
し
た
。

Ｑ
：
18
年
度
の
到
達
点
は
？

　

４
月
に
『
小
規
模
多
機
能
ホ
ー

ム
野
里
』、『
定
期
巡
回
・
随
時
対

応
サ
ー
ビ
ス
北
部
』
の
開
設
等
、

地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
新
規
事
業

の
展
開
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
介

護
と
医
療
の
連
携
を
重
視
し
、
安

心
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

～虹のなかまづくりカレッジ報告～～虹のなかまづくりカレッジ報告～

　

兵
庫
県
下
の
協
同
組

合
（
生
協
・
農
協
・
漁

協
・
森
林
組
合
な
ど
）

の
職
員
が
「
暮
ら
し
」

「
地
域
」「
社
会
」
に

つ
い
て
〝
共
に
考
え
行

動
す
る
〞
こ
と
を
目
的

と
し
た
『
虹
の
な
か
ま

づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
』。

　

今
年
度
は
、
世
界
の

国
々
が
合
意
し
た
『
持

続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）』か
ら
テ

ー
マ
を
選
択
し
、
各
協

め
る
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

家
島
諸
島
の
坊
勢
島
（
３
月
号

表
紙
）
へ
の
実
地
調
査
を
経
て
、

『
農
協
市
場
館
パ
ス
カ
ル
さ
ん

だ
』
の
店
舗
で
干
ガ
レ
イ
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。「
こ
れ
こ

れ
！
」
と
馴
染
み
の
食
材
と
し
て

手
に
取
る
方
も
い
れ
ば
、
試
食
を

し
て
「
こ
ん
な
食
材
、
初
め
て
知

り
ま
し
た
！
」
と
言
い
な
が
ら
買

わ
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。
100
個
の

干
ガ
レ
イ
が
わ
ず
か
３
時
間
で
完

売
し
、
海
の
豊
か
さ
を
考
え
る
き

っ
か
け
づ
く
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

他
グ
ル
ー
プ
は
、
廃
棄
す
る
海

苔
を
発
酵
さ
せ
肥
料
に
す
る
試
験

的
な
取
り
組
み
や
、
協
同
組
合
が

合
同
で
学
生
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
実
施
し
、
新
聞
社
か
ら

取
材
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
活
動
で
協
同
組
合
の
連

携
の
可
能
性
を
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
の
み
な

ら
ず
組
合
間
で
連
携
し
た
活
動
へ
、

今
後
の
期
待
が
広
が
り
ま
し
た
。

※
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）は
、地
球
環
境
や
人
々
の
暮

ら
し
の
問
題
を
解
決
し
、
持
続
可

能
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め
、
世

界
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
17
の

目
標
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で
す
。

地
球
上
の
誰
一
人
と
し
て
、
取
り

残
さ
れ
な
い
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま

す
。
２
０
１
５
年
の
国
連
総
会
で

世
界
の
国
々
が
合
意
し
ま
し
た
。

（
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
部

 

古
澤 

佑
貴
）

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す

　

太
子
町
に
お
け
る
介
護
事
業
の

展
開
は
、
今
年
９
月
に
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
設
し
、
来
年
度
以
降

に
看
多
機
の
開
設
を
め
ざ
し
ま

す
。

Ｑ
：
地
域
活
動
の
展
望
は
？

　

４
月
に
組
合
員
サ
ー
ビ
ス
部
を

す
。
９
月
の
生
協
強
化
月
間
ス
タ

ー
ト
企
画
に
、
あ
い
う
べ
体
操
で

著
名
な
今
井
一
彰
先
生
を
お
招
き

す
る
他
、
11
月
の
介
護
・
医
療
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー

マ
に
し
た
楽
し
い
講
演
会
等
、
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
中
で
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

共立病院
☎079-285-3377

５月１日（水）９：00～12：00
５月２日（木）９：00～12：00
※診療する医師は通常日と異なります。ご注意ください。
※両日とも午前診療のみで午後の外来診療はありません。

あぼし診療所
☎079-272-8050

４月30日（火）９：00～12：00　　担当：宗實Dr
５月２日（木）９：00～12：00　　担当：藤本Dr
※両日とも午後の外来診療はありません。

共立歯科
☎079-233-0016

４月30日（火）９：00～12：00、13：30～16：00
５月２日（木）９：00～12：00
※２日（木）午後の部と夜間診療はありません。

ゴールデンウィーク期間の
外来診療日のご案内
※下記のとおりに実施します

【
支
部
総
会
日
程
と
場
所
の
訂
正
・
変
更
】

生
協
本
部
か
ら
徒
歩
２
分

の
場
所
に
『
地
域
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
』
と
し
て
新

築
移
転
し
、
名
称
も
地
域

サ
ー
ビ
ス
部
に
変
更
し
ま

し
た
。
よ
り
地
域
に
開
か

れ
た
運
営
で
、
誰
も
が
参

加
で
き
る
「
く
ら
し
の
安

心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
ひ

ろ
げ
ま
す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
学
校
や

世
代
別
講
座
等
、
新
た
な

企
画
も
検
討
し
て
い
ま

▶
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た

同
組
合
が
協
力
し
て
昨
年
８
月
か

ら
半
年
間
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

姫
路
医
療
生
協
の
職
員
は
、
購

買
生
協
・
農
協
・
漁
協
連
合
会
の

職
員
と
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
目
標
17
番
「
海
の
豊
か
さ
を

守
ろ
う
」
を
選
択
。
海
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て

知
る
人
ぞ
知
る
兵
庫
県
の
食
材
、

干ひ

ガ
レ
イ
（
３
月
号
掲
載
）
を
広

左
の
６
つ
の
目
標
を
は
じ
め
、
私

た
ち
の
事
業
と
活
動
が
多
く
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
と
一
致
し
て
い
ま

す
。
法
人
と
し
て
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。

　

事
業
活
動
で
は
、「
介
護
が
必

要
に
な
っ
て
も
自
宅
で
介
護
を
受

け
た
い
」
の
ニ
ー
ズ
を
正
面
か
ら

受
け
止
め
、〝
最
期
ま
で
安
心
の

在
宅
サ
ー
ビ
ス
〞
で
超
高
齢
社
会

に
対
応
し
、
明
る
い
未
来
を
切
り

開
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
：
今
後
の
事
業
展
開
は
？

　

４
月
に
『
看
護
小
規
模
多
機
能

す
ず
か
ぜ
』
と
『
看
護
小
規
模
多

機
能
て
が
ら
』
を
開
設
し
ま
し

た
。
と
も
に
小
規
模
多
機
能
ホ
ー

ム
か
ら
の
転
換
型
で
す
。
看
護
小

規
模
多
機
能
（
以
下
・
看
多
機
）

は
、
訪
問
・
通
い
・
泊
ま
り
の
サ

ー
ビ
ス
に
加
え
、
看
護
師
に
よ
る

訪
問
を
組
み
合
わ
せ
た
地
域
密
着

型
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
中
重

度
者
の
医
療
的
ケ
ア
や
在
宅
看
取

り
等
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
積
極
的
に

お
応
え
で
き
ま
す
。

　

地
域
活
動
は
「
楽
し
く
、
お
い

し
く
、
オ
シ
ャ
レ
」
を
合
言
葉

に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
や
支
部
で
多
彩

な
活
動
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
： 
19
年
度
方
針
（
案
）
の
ポ
イ

ン
ト
は
？

　

19
年
度
か
ら
『
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）』
を
学

び
、
実
践
に
生
か
す
方
針
を
提
起

し
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
国
連

総
会
で
世
界
の
国
々
が
合
意
し
た

世
界
を
変
え
る
17
の
目
標
で
す
。

　

３
月
号
２
面
『
２
０
１
９
年
度
支
部
総
会
日
程
』
記
事
で
内
容
に
誤

り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
だ
支
部
総
会 

開
始
時
間
（
誤
）
13
：
00 

↓
（
正
）
10
：
00

安
室
支
部
総
会 

場
所
（
誤
）
安
室
公
民
館
↓
（
正
）
安
室
東
公
民
館

　

訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
左
記
の
変
更
が
ご
ざ
い
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

龍
野
支
部
総
会 
場
所
（
変
更
前
）
小
宅
公
民
館
↓
（
変
更
後
）
た
つ

の
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー 

第
１
会
議
室

協同組合協同組合のの力力でで
  世界世界をを変えよう！変えよう！
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季
節
の
桜
餅

季
節
の
桜
餅

て
お
く
。

④ 

塩
漬
け
に
し
て
お
い
た
桜
の

葉
を
軽
く
水
洗
い
す
る
。

⑤ 

②
を
10
等
分
に
分
け
、
③
を

入
れ
て
丸
め
、
最
後
に
桜
の

葉
を
か
ぶ
せ
る
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
花
北

４
月
17
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
15
時　

参
加
費　

100
円

場
所　

花
の
北
市
民
広
場　

第
６
会
議
室

認
知
症
介
護
に
つ
い
て
気
軽
に
相
談
・
交
流
し
ま
せ
ん
か
。
今
回
は

ハ
ー
モ
ニ
カ
の
演
奏
も
あ
り
ま
す
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
優
し
い
音
色
に

癒
さ
れ
ま
せ
ん
か
。

共
立
病
院　

糖
尿
病
教
室

①
４
月
20
日
（
土
）
13
時
30
分
〜　

参
加
費　

300
円

「
血
糖
降
下
薬
の
副
作
用
に
つ
い
て
」　
　

講
師　

重
成
医
師

平
和
バ
ザ
ー

４
月
23
日
（
火
）
８
時
〜
10
時

場
所　

共
立
病
院 

正
面
玄
関
前
広
場

商
品
の
提
供
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

※
バ
ザ
ー
は
５
月
に
も
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
来
月
号
に
て
。

100
縁
カ
フ
ェ
（
英
賀
・
津
田
支
部
）

５
月
５
日
（
日
）
10
時
〜
11
時
45
分　

参
加
費　

100
円

場
所　

環
境
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ク
ル 

て
く
て
く

 

228

５
月
16
日
（
木
）
参
加
費　

６
０
０
０
円

岡
山
県
早
島
町
・
早
島
公
園
・
い
か
し
の
舎
・
花
ご
ざ
手
織
り
伝
承

館
・
戸
川
家
記
念
館
・
人
間
裁
判
の
碑
・
倉
敷
市
円
通
寺
さ
つ
き
庭

園
な
ど
を
訪
ね
ま
す
。

会
員
申
込　

４
月
15
日
ま
で
に
葉
書
で
姫
路
市
宮
上
町
１
―
59
―
２

野
村
千
恵
子
宛
へ
☎
090
―
８
２
０
１
―
７
６
８
８

行
事
案
内

関
心
が
あ
る
行
事
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

お問合せ
☎079-285-3399
（組合員
 サービス部）

網
干
支
部

田
中
美
栄
子
さ
ん

材
料
（
10
個
）

も
ち
米 

１
合

砂
糖 

25
ｇ

あ
ん 

200
ｇ

桜
の
葉
（
塩
漬
） 

10
枚

食
紅 

少
々

【
作
り
方
】

① 

も
ち
米
１
合
を
ご
飯
と
同
じ

く
ら
い
の
水
で
炊
く
。
こ
の

時
少
量
の
食
紅
を
溶
か
し
込

ん
で
お
く
（
炊
き
上
が
っ
た

ら
桜
色
に
な
る
程
度
に
）。

② 

炊
き
上
が
っ
た
ら
砂
糖
を
入

れ
て
か
き
回
し
て
混
ぜ
る
。

③ 

あ
ん
は
10
個
分
を
先
に
丸
め

▲アンコールセッションで発表する福永理事

▲座長賞を獲得した新卒
介護職獲得チームの発表

▲川添隆司氏

▲会場からは多くの質問が

　

３
月
15
日
（
金
）、イ
ー
グ
レ
ひ

め
じ 

あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル
で
、

学
習
講
演
会
「
福
島
を
忘
れ
な
い

〜
福
島
の
現
況
か
ら
学
ぶ
原
発
・

憲
法
・
沖
縄
〜
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
職
員
・
組
合
員
合
わ

せ
て
170
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
福
島
県
の
き
ら
り

健
康
生
活
協
同
組
合 

前
理
事
長

で
医
師
の
川
添
隆
司
氏
を
お
招
き

し
、
福
島
や
原
発
の
現
況
な
ど
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

冒
頭
、
川
添
氏
は
「
原
発
、
憲

法
、
沖
縄
の
３
つ
の
問
題
は
、
根

本
が
同
じ
で
、
い
ず
れ
も
、
国
民

が
主
役
と
い
う
考
え
方
を
真
っ
向

〜
学
習
講
演
会
「
福
島
を
忘
れ
な
い
」
を
開
催
〜

な
日
本
を
守
り
ま
し
ょ
う
」
と
お

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

く
ら
し
・
平
和
委
員
会
の
福
永

常
任
理
事
が
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を

行
い
ま
し
た
。
原
発
反
対
署
名
行

動
で
、原
発
で
働
く
方
に「
仕
事
が

な
く
な
る
か
ら
」
と
署
名
を
断
わ

ら
れ
た
際
、「
原
発
が
な
く
な
っ
て

も
仕
事
は
な
く
な
ら
な
い
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
シ
フ
ト
し
て

も
ら
え
る
よ
う
政
府
に
訴
え
ま
し

ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
署
名
し
て
も

ら
え
た
体
験
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
か
ら
の
大
き
な
拍
手
と
と
も

に
講
演
会
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

か
ら
否
定
し
、
人
権
を
な
い
が
し

ろ
に
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
。
続

け
て
、「
人
間
は
忘
れ
る
生
き
物

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
原
発
事
故

は
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ

が
未
来
の
人
類
へ
の
使
命
で
す
」

と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
、
福

島
県
で
は
今
も
４
万
５
千
人
が
避

難
し
、
６
千
人
が
仮
設
住
宅
で
生

活
し
て
い
ま
す
。
民
家
や
病
院
の

裏
に
は
袋
詰
め
さ
れ
た
汚
染
土
が

積
ん
だ
ま
ま
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

原
発
事
故
後
の
放
射
能
が
影
響

し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
子
ど
も
の

甲
状
腺
検
査
に
お
い
て
も
、
国
は

健康野菜

８：00 ～ 10：00
共立病院正面玄関

４月２日（火）
　　９日（火）
　　16日（火）
　　23日（火）

ひまわり市ひまわり市

時間　PM2:00～4:00
場所　共立病院相談室
 （共立病院の薬局前）
協力　 姫路総合法律事務所
　　　（弁護士）

※ 要予約　相談希望の
方は、下記へお申し
込みください
　姫路医療生協本部
 ☎(079)285-3398

無料法律無料法律
なんでも相談なんでも相談

毎月第３
木曜日

４月18日（木）
５月16日（木）
６月20日（木）

～兵庫民医連 第44回 学術運動交流集会～

　

２
月
24
日

（
日
）、神
戸
国
際

展
示
場
と
ア
リ
ス

ト
ン
ホ
テ
ル
の
両

会
場
で
、
第
44
回

兵
庫
民
医
連
主
催

の
学
術
運
動
交
流

集
会
が
開
催
さ

未来の笑顔を生むまちづくり

れ
、
兵
庫
民
医
連
の
事
業
所
や
共

同
組
織
の
仲
間
964
名
が
集
い
、
介

護
・
医
療
の
現
場
で
の
実
践
や
研

究
課
題
、
共
同
組
織
の
活
動
報
告

な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

姫
路
医
療
生
協
か
ら
は
、
職
員

が
在
宅
介
護
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
に
関
す
る
取
り
組
み
な
ど

22
演
題
と
、
組
合
員
活
動
の
分
野

か
ら
３
演
題
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
当
生
協
か
ら
①
地
域
活

動
委
員
会
「
支
部
活
動

交
流
集
会 

〜
ポ
ス
タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
活
動

の
見
え
る
化
〜
」、
②

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
共
立
ひ
め
じ
「
在
宅

リ
ハ
で
劇
的
改
善
！
３

食
注
入
か
ら
外
食
で
常

食
が
食
べ
ら
れ
た
症
例

〜
完
全
側そ

く

臥が

位い

法
の
活

用
〜
」、
③
生
協
本
部

「
新
卒
介
護
職
獲
得
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の
３
演
題

が
座
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
記
念
講
演
で
は
、

映
画
監
督
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

三
上
智
恵
氏
が
、「
標
的
の
島 

日

本
列
島
」
と
題
し
、
取
材
で
見
た

沖
縄
の
姿
や
沖
縄
の
戦
争
の
記
録

な
ど
を
、
製
作
さ
れ
た
映
画
の
予

告
映
像
と
共
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

三
上
氏
は
、「
平
和
の
一
番
の
敵
は

無
関
心
で
す
」と
強
調
。奇
し
く
も

同
日
、
沖
縄
の
県
民
投
票
で
辺
野

古
新
基
地
建
設
反
対
の
票
が
７
割

を
超
え
た
と
い
う
報
道
も
あ
り
、

改
め
て
沖
縄
そ
し
て
日
本
の
未
来

を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

私たちの実践から私たちの実践から

※30日（火）はお休みです

事
故
責
任
を
認
め
ず
、

調
査
や
対
策
を
す
べ
て

県
任
せ
に
し
て
い
る
と

い
う
実
態
に
会
場
か
ら

は
嘆
き
の
た
め
息
が
漏

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
川
添
氏
は

「
知
る
こ
と
、
知
ろ
う

と
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
自
分
の
頭
で
丁
寧

に
考
え
、
平
和
で
健
康

原
発
事
故
を
忘
れ
ず

原
発
事
故
を
忘
れ
ず

  

未
来
へ
伝
え
る

未
来
へ
伝
え
る



小
原
あ
ゆ
み
さ
ん

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
共
立

看
護
師

職
場
の
ホ
ー
プ
君

職
場
の
ホ
ー
プ
君

★★★★

★★★★
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先
日
、
大
正
生
ま
れ
の
知
人

よ
り
病
院
に
同
行
を
頼
ま
れ
、

そ
の
日
は
私
も
予
定
が
あ
り
困

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
「
は

な
ち
ゃ
ん
」
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
、
色
々
と
説
明
を
聞
い
て

知
人
も
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
早
速
お
世
話
に
な
り
、
知

人
も
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

（
岡
澤
節
子
さ
ん（
76
）勝
原
区
）

　

終
活
は
健
康
な
う
ち
に
と
少

し
ず
つ
片
づ
け
て
い
ま
す
が
進

み
ま
せ
ん
。
端
布
か
ら
ポ
シ
ェ

ッ
ト
・
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
作
り
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

（
川
口
み
つ
ゑ
さ
ん（
83
）日
出
町
）

　

最
近
は
健
康
の
こ
と
に
大
変

気
を
使
っ
て
い
て
、
に
ん
に
く

が
良
い
と
聞
け
ば
料
理
に
取
り

入
れ
、
生
姜
も
良
い
と
聞
け
ば

色
々
な
料
理
に
使
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
意
外
と
ど
ん
な
料

理
に
も
合
う
の
で
楽
し
く
食
事

作
り
し
て
い
ま
す
。

（
御
古
博
子
さ
ん　

飾
磨
区
）

　

久
し
ぶ
り
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
90
歳
に
な

り
ま
し
た
が
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

や
百
歳
体
操
、
カ
ラ
オ
ケ
に
も

参
加
し
て
元
気
に
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

（
浅
田
章
一
さ
ん（
90
）城
見
台
）

　

家
族
の
た
め
に
リ
ン
ゴ
の
皮

を
む
い
て
並
べ
ま
す
が
、
誰
か

私
に
リ
ン
ゴ
の
皮
を
む
い
て
目

の
前
に
置
い
て
く
れ
な
い
か
し

ら
。

（
瀧
井
和
子
さ
ん（
74
）大
津
区
）

　

庭
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
木
が
綺

麗
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
毎

年
美
味
し
い
サ
ク
ラ
ン
ボ
が
出

来
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

（
松
井
ひ
さ
子
さ
ん（
70
）御
立
北
）

答 A B C D E Ｆ

う
」

㉗
旅
行
記
。
…
文

①
花
ま
つ
り
で
仏
像
に
そ
そ
ぐ

②
…
シ
ャ
イ
ン
。
…
ル
ー
ム

③
利
益
と
損
失
。
…
関
係

④
樹
木
希
林
さ
ん
が
ハ
ン
セ
ン
病

の
女
性
を
演
じ
た
映
画

⑤
脱
落
者
と
も
い
う

⑥
乗
車
の
反
対

⑧
棚
か
ら
落
ち
て
く
る
こ
と
も

⑪
…
文
字
。
す
ま
し
…
。

⑬
再
流
行
。
…
ヒ
ッ
ト
。

⑮
ト
イ
レ
と
共
同
の
場
合
も

⑰
貧
乏
…
。
…
運
。

⑲
空
気
が
な
い
こ
と

⑳
穏
健
派
の
こ
と

㉒
自
力
の
反
対

㉔
ア
キ
レ
ス
と
…
。

㉕
…
綱
。「
お
か
げ
…
丁
」

【
応
募
方
法
】

　

ハ
ガ
キ
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

パ
ズ
ル
の
答
え
を
記
入
し
て

ご
応
募
下
さ
い
。
抽
選
で
正

解
の
方
10
名
に
図
書
カ
ー
ド

を
お
送
り
し
ま
す
。
あ
な
た

の
身
近
な
出
来
事
や
ニ
ュ
ー

ス
の
感
想
な
ど
も
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
差
し
支

え
な
け
れ
ば
、
年
齢
を
ご
記

入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。（
読
者
の
た
よ
り
コ

ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
せ
て
頂
く

こ
と
が
あ
り
ま
す
）

【
応
募
先
】

〒
６
７
０
｜
０
８
３
３

姫
路
市
大
善
町
141

姫
路
医
療
生
協
編
集
部

締
め
切
り
は
４
月
30
日
で
す
。

２
月
号
の
答
え
と
当
選
者

　

正
解
は

　

「
ジ
ュ
ケ
ン
セ
イ
」

今
回
は
79
通
の
応
募
で
し
た
。

　

以
下
の
10
名
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

松
下
た
か
ね
さ
ん（
北
条
梅
原
町
）

重
永　

成
子
さ
ん（
網
干
区
）

岩
國
美
貴
子
さ
ん（
大
津
区
）

岡
澤　

節
子
さ
ん（
勝
原
区
）

森
崎　

隆
広
さ
ん（
上
大
野
）

三
木　

愛
里
さ
ん（
太
子
町
）

内
海　
　

都
さ
ん（
勝
原
区
）

木
村　

智
美
さ
ん（
苫　

編
）

北
山　

廣
子
さ
ん（
高
砂
市
）

萩
原
喜
代
子
さ
ん（
豊
富
町
）

【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、

Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言

葉
は
、
な
に
？

①
砂
を
抜
い
て
食
べ
る

④
キ
ツ
ネ
の
好
物
？

⑦ 

近
年
は
紙
よ
り
ス
マ

ホ
に
移
行
中
？

⑨ 

カ
ツ
や
焼
き
鳥
に
刺

す
⑩
ま
な
…
。
…
前
。

⑪
♪
お
猿
の
…
だ
、
ほ

い
さ
っ
さ

⑫
将
棋
の
「
香
車
」
の
別
名

⑭
多
人
数
の
会
合
や
行
事

⑯
中
国
人
が
春
節
で
鳴
ら
す

⑱
南
国
の
海
沿
い
の
…
並
木

⑳
ク
ラ
ラ
の
親
友

㉑
二
枚
…
。
…
を
巻
く
。

㉓
三
島
由
紀
夫
『
潮
騒
』
の
舞
台

は
三
重
県
…
市
。

㉔
生
命
力
。
エ
ナ
ジ
ー

㉖
「
…
じ
ゃ
、
濡
れ
て
ま
い
ろ

４
月
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会　

健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
　

☎
０
１
２
０
―
９
７
９
―
４
５
１

健康健康
講座講座

読
者
の
た
よ
り

居宅介護支援事業所介護の窓口 所長　山脇　貴子

　

桜
の
季
節
が
再
び
巡
っ
て
き

ま
し
た
。
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
に
誘

わ
れ
、
ウ
キ
ウ
キ
し
て
何
か
を

始
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
湧

い
て
き
ま
す
ね
。
お
元
気
な
方

は
新
し
い
習
い
事
を
始
め
ら
れ

た
り
、
介
護
予
防
で
ジ
ム
に
通

わ
れ
た
り
す
る
方
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
の
は
、
要
介
護
１
以

上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
の
個
別
機
能

訓
練
で
す
。
個
別
機
能
訓
練

は
、
そ
の
方
の
力
を
最
大
限
活

用
し
て
生
活
機
能
の
維
持
・
向

上
を
図
り
、
利
用
者
様
が
可
能

な
限
り
自
宅
で
生
活
が
で
き
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
高
齢
で
独
居
、
更
に

難
聴
で
電
話
が
使
え
ず
、
人
と

交
流
し
た
い
の
に
そ
の
手
段
が

な
い
方
が
居
ら
れ
、
遠
方
に
住

む
娘
さ
ん
と
連
絡
を
と
り
あ
い

た
い
と
相
談
さ
れ
ま
し
た
。
早

速
、
姫
路
医
療
生
協
の
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
で
作
業
療
法
士
の
方
に

パ
ソ
コ
ン
で
の
メ
ー
ル
の
打
ち

方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

何
度
か
個
別
機
能
訓
練
を
受
け

（
共
立
病
院
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル 

た
け
の
子
会

長
谷
川
カ
ツ
ヨ
さ
ん
の
作
品
）

月
曜
日　

白
目
が
赤
い
―
充
血
と
出
血
―

火
曜
日　

手
の
し
び
れ
〜
手
根
管
症
候
群
〜

水
曜
日　

男
性
の
膀
胱
炎

木
曜
日　

尿
潜
血
陽
性
と
言
わ
れ
た
ら

金
土
日　

治
り
に
く
い
水
ぶ
く
れ
―
類
天
疱
瘡
―

※
29
日
（
月
／
祝
）
は
金
土
日
の
テ
ー
マ
を
放
送

はじめてみませんか？
個別機能訓練

　

昨
年
10
月
よ
り
訪
問
入
浴
で
勤

務
し
て
い
ま
す
。
看
護
師
と
し
て

新
た
な
分
野
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
よ
う
と
考
え
、
訪
問
入
浴
へ
の

就
職
を
希
望
し
ま
し
た
。
最
初
は

緊
張
の
毎
日
で
し
た
が
徐
々
に
職

場
に
も
慣
れ
、
限
ら
れ
た
サ
ー
ビ

ス
時
間
の
中
で
安
全
・
安
心
に
ご

利
用
頂
け
る
よ
う
日
々
努
め
て
い

ま
す
。
ご
家
族
様
や
利
用
者
様
が

笑
顔
で
喜
ん
で
く
だ
さ
る
姿
に
、

私
自
身
喜
び
や
や
り
が
い
を
感

じ
、
毎
日
と
て
も
充
実
し
て
い
ま

す
。

　

不
慣
れ
な
こ
と
も
ま
だ
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
訪
問

入
浴
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
が
築
い

て
き
た
ご
家
族
様
や
利
用
者
様
と

の
信
頼
関
係
を
大
事
に
し
な
が

ら
、
今
後
も
一
層
、
利
用
者
様
が

笑
顔
に
な
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

て
い
た
だ
き
、
今
で
は
自
宅
で

娘
さ
ん
と
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
足
の
不
自
由
な
方

が
自
宅
の
車
に
乗
れ
る
よ
う
一

緒
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た

り
、
片
麻
痺
の
あ
る
方
が
健け

ん
そ
く側

で
調
理
が
で
き
る
よ
う
に
指
導

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

私
達
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、

利
用
者
様
の
「
こ
う
し
た
い
」

「
こ
う
な
り
た
い
」
と
い
う
具

体
的
な
思
い
を
お
聞
き
し
、
専

門
職
と
共
に
個
別
の
介
護
プ
ラ

ン
を
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
ご
不
明
な
点
な

ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　

介
護
の
窓
口

　

☎
：
079
―
284
―
６
８
６
５

※
当
生
協
で
は
、
全
て
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
で
個
別
機
能

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ
て
は
、
行
っ

て
い
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
。
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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家
族
想
い
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名
工

家
族
想
い
の
名
工前

島　

守
さ
ん

香
寺
支
部

兼
ね
て
買
い
に
行
か
れ
る
そ
う
で

す
。
奥
様
の
協
力
も
あ
り
、「
の

び
の
び
と
製
作
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
」
と
前
島
さ
ん
。

さ
ら
に
上
の
レ
ベ
ル
へ

さ
ら
に
上
の
レ
ベ
ル
へ

　

63
歳
ま
で
Ｊ
Ｒ
で
勤
務
さ
れ
て

い
た
前
島
さ
ん
。
こ
の
頃
は
、
趣

味
は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
そ

う
で
す
が
、
そ
ん
な
中
で
も
書
道

を
た
し
な
む
奥
様
の
た
め
に
硯

す
ず
り

箱

を
製
作
し
た
り
、
お
子
さ
ん
に

刻
と
美
術
を
学
び
、
木
工
細
工
の

完
成
度
を
高
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

ケ
ガ
に
負
け
ず
前
向
き
に

ケ
ガ
に
負
け
ず
前
向
き
に

　

前
島
さ
ん
は
木
工
細
工
の
他
に

も
趣
味
で
詩
吟
や
民
謡
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
詩
吟
に
つ
い
て
は
師
範

の
免
許
を
持
つ
腕
前
で
、
姫
路
城

の
観
月
会
で
「
川
中
島
」
を
披
露

さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

足
の
状
態
が
良
く
な
れ
ば
詩
吟
の

サ
ー
ク
ル
を
や
っ
て
み
た
い
と
意

欲
的
で
す
。

　

「
他
人
と
話
を
し
な
い
と
心
も

体
も
悪
く
な
る
気
が
し
ま
す
。
や

っ
ぱ
り
、
人
が
い
る
場
所
に
出
掛

け
、
話
が
し
た
い
で
す
ね
」
と
、

と
て
も
前
向
き
な
前
島
さ
ん
。
今

後
も
お
体
に
気
を
付
け
て
愛
情
い

っ
ぱ
い
の
作
品
と
素
敵
な
歌
声
を

届
け
て
く
だ
さ
い
。

 

（
取
材 

理
事 

野
村 

千
恵
子
）

い
ま
す
。
作
り

方
は
全
て
自
己

流
。「
や
り
始

め
る
と
集
中
し

ち
ゃ
い
ま
す
」

と
話
す
前
島
さ

ん
。
２
〜
３
日

で
１
つ
の
作
品

を
完
成
さ
せ
る

そ
う
で
す
。

　

木
工
細
工
に

使
用
す
る
資
材

は
、
神
河
町
の

製
材
所
へ
奥
様

と
ド
ラ
イ
ブ
を

　

30
代
前
半
で
始
め
た
木
工
細
工

は
、
こ
れ
ま
で
に
30
作
品
ほ
ど
に

な
る
そ
う
で
す
。
作
品
は
大
小
様

々
で
す
が
、
全
て
手
作
業
で
、
使

い
勝
手
が
良
く
耐
久
性
の
あ
る
も

の
に
こ
だ
わ
っ
て
製
作
を
さ
れ
て

　

「
山
に
囲
ま
れ
た
神
河
町
で
育

っ
た
の
で
、
昔
か
ら
山
に
入
っ
た

り
木
を
扱
う
の
が
好
き
な
ん
で

す
」
と
話
す
前
島
さ
ん
。

　

香
寺
町
の
前
島
守
さ
ん
（
72
）
は
趣
味
で
木
工
細
工
を
製
作
さ
れ

て
い
ま
す
。
自
分
の
作
り
た
い
も
の
を
作
る
と
い
う
前
島
さ
ん
で
す

が
、
作
品
に
は
奥
様
や
お
孫
さ
ん
が
使
い
や
す
い
よ
う
な
工
夫
が
施

さ
れ
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
家
族
想
い
の
前
島
さ
ん

に
今
回
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

▲詩吟の師範免許

は
、
珍
し
い
胡
桃
の
木
を
切
っ
て

胸
像
彫
刻
等
を
作
ら
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
退
職
後
は
シ
ル
バ
ー
人
材 ▲奥様の硯箱

▲メモが取りやすく
　工夫された電話台

▲お孫さんの　
　名前入り椅子

セ
ン
タ
ー
に
登
録
し

て
い
ま
し
た
が
、
３

年
前
に
腰
痛
と
足
の

半
月
板
を
損
傷
さ
れ

た
の
を
機
に
退
職
さ

れ
ま
す
。
し
ば
ら
く

療
養
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、「
家
に
ず
っ

と
い
る
よ
り
は
、
外

で
皆
と
話
を
し
た

い
」
と
、
昨
年
４
月

か
ら
高
齢
者
の
生
涯

学
習
の
場
で
あ
る
好

古
学
園
大
学
校
で
彫

▲笑顔の素敵な前島守さん

使
う
人
を
想
っ
て

使
う
人
を
想
っ
て


